
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）50，215－216（1997）

キク養液土耕栽培における養水分管理

小山田奈穂子・千葉　佳朗・佐々木丈夫

（宮城県園芸試験場）

Control of Fertigation Systemin Soil Culture of Chrysanthemum

Naoko Olr＾11＾D＾．Yoshiaki CHIBA and Takeo S＾SAKJ

（MiyagiPrefecture HorticulturalExperiment Station）

1　は　じ　め　に

養液土耕栽培は，緩衝能をもつ「土壌」を利用した養液

栽培で，ドリップチューブを用いて植物の生育ステージに

合わせた施肥管理を行うことで．かん水・施肥の省力化，

施肥量の低減を図ることのできる栽培法として期待される。

そのシステムは，近年普及し始め，宮城県においても昨年

よりキク・トマトで導入された。

キクの養液土排栽培では，スプレーギクの養水分管理に

ついての研究が報告されているl）。しかしながら，宮城県

のキク栽培の主流を占める輸ギクについては，養水分管理

基準がまだ示されていない。そこで，「名門」を供試して

輪ギクの9月出し養液土耕栽培における窒素施用量につい

て，検討した。

2　試　験　方　法

「名門」を供試し，試験区は養液土耕区として1～3区

を設け，慣行区を対照とした。各区はそれぞれ表1のよう

に管理した。供試株数は各区64株で無反復とした（表1）。

表1各試験区における窒素施用量及び培養液窒素濃度（ppm）

定植後日数
区別　　　　　≡㍗〝フ’二」ご　　　0日　　　－

窒素施用量
（k／a）

27日　　　－　　　95日　　　一　　118日

6／26　　　　　　9／2　　　　　　9／25

1　区●1

2　区り

3　区‥

慣行区●2

0
　
1
　
9
　
5

1
　
り
】
　
り
】
　
1

水
水
水

ん
ん
ん

・
カ
・
カ
・
カ

手
手
手

0
　
0
　
0

5
　
5
　
5

4
　
4
　
3

6
　
5
　
1

1
　
り
】

常時手かん水
注．土壌条件：埴壌土
＊1：養液土排
6／14～

始
．
開
6
験
‥
試
2
5
の
／
区
6

の時
9，

6／26～7／16：6．8，

7／17～8／29：6．8，

が
3
時
時

‥
の
12
12

壌
時
．
．

土
1
2
1010

H6．58，EC O．0．45mS／cm。
回かん水。
の4回かん水
の4回かん水

8／30～9／25：6，8，10，12時の4回かん水
使用液肥：OK－F－2（14－8－16）

＊2：試験開始時の土壌
基肥として，1．0kg
て追肥。

1
た
た
た

り
当
当
当

た
日
日
日

当
1
1
1

日
　
0
　
0
　
0

／
一

〃

【

0

5

0

3

1

2

1

h
ソ
り
n
ノ

0

　

0

　

0

㌦
コ
里
ポ

0

／

／

／

ポ
β
β
ゼ

＝膨㌔晶品g羞紆鵠鼠。．5kN／aを3回（7／．。，7／23，。／2）に分け

1996年5月15日に挿し芽し，5月31日に株間15cIn．条株

30cmの2粂植えとし，7月3日に摘心して2本仕立てとし

た。1～3区は，株の間にドリップチューブ（ノズルピッ

チ20cm）を設置し，6月14日からドリップかん水を開始し

た。8月5日からシェードを行い，12時間日長とした。

短日処理期の生育及び開花時の切花品質は各区10本調査

した。土壌溶液は，約2過に1回の間隔で，株間に表層1

衰2　生育・開花と切花品質

～6cmの深さに埋設したポーラスカップで採取した。

3　試験結果及び考案

各区の短日処理開始時の草丈，糞数，開花盛期，開花時

の切花長，茎径，節数に差はなかった。柳芽発生率は，1

区，2区及び慣行区は0％，3区は約15％であった。乾物

率は，1区，2区，3区，慣行区の順で高かった（表2）。
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（皿）　　（枚）　（月日）　（cm）

重
）
花
g
切
（

節数　柳芽発生率　乾物率
（節）　　（％）　　（％）

区
区
区
区行

1
2
3
慣

63　　　　20　　　　9．20　　　106

64　　　　22　　　　9．20　　　104

62　　　　22　　　　9．20　　　103

62　　　　21　　　9．20　　　105

57 5．4 45　　　　　0．0　　　19．0

62　　　　　5．6　　　　　47　　　　　0．0　　　18．1

58　　　　　5．5　　　　　46　　　　14．9　　　17．7

78　　　　6．1　　　　47　　　　　0．0　　　14．5

注．り：1996年8月5日調査。＊2：9月17日～25日調査。
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これらの結果から，養液土耕栽培では，a当たりの窒素

施用星を1kg（1区レベル）としても慣行栽培と同等の切

花品質を得ることができ，窒素施用出の低減が可能である

と思われる。また．a当たりの窒素施用星が3kg（3区レ

ベル）では多肥となり切り花品質が劣ると考えられる。

土壌溶液中のECは，1区が慣行区より概ね低く推移し，

2区，3区は短日処理開始後，慣行区より高く推移した。

1区，2区及び慣行区のECは，0．4～1．8mS／cmの範囲で

推移した（図1）。
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図1　土壌溶液のECの推移

土壌溶液中の硝酸イオン濃度は，ECと同様の傾向を示

し，1区が慣行区より概ね低く推移し，2区，3区は短日

処理開始後，慣行区より高く推移した。1区，2区及び慣

行区の硝酸イオン濃度は，130～1，500ppmの範囲で推移

した　く図2）。
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風2　土壌溶液の硝酸イオンの推移

以上の結果から．良品質の「名門」を栽培できる場合の

土壌溶液中のECは0．4～1．8mS／cm，硝酸イオン濃度は

130－1，50Dppmの範囲にあると考えられる。

収穫期の植物体の窒素吸収量は3区，1区，2区の順で

多く，慣行区は2区と同等であった。植物体の窒素吸収割

合は1区が135％と巌も高く，次いで慣行区が76％，3区

が53％．2区が52％であった。収穫期の各区の残存窒素量

は，採土深0～10cmでは，3区が18mg／乾土100gと特に

多く．1区，2区及び慣行区に差は見られなかった。採土

深10～20cmでは，2区，3区が8－9mg／乾土100gと多

く，1区，慣行区は3～4喝／乾土100gと少なかった

（表3）。

1区の植物体の窒素吸収量が施用員を上回ったのは，地

力窒素を吸収したためと思われる。2区の下層の残存窒素

表3　収穫期の植物体の窒素の吸収量と吸収割合及び
土壌のpH・ECと残存窒素垣

区別　潮昼　瑚割合一一．座し－
他／′a）　（96）

EC（mS／Ⅶ）残存＼仇－＼り

0～10●コ10－20日0－1010－20　0－1010－28

l　区　1．お　　135．4　　5．87 6．39　0．14　0．11　4．4　2．8

2　区　1．10　　52．2　　5．92　6115　0．16　0．21　4．18．8

3　区　1．55　　53．5　　5．72　6．19　0．37　0．2218．4　8，1
慣行区　1．14　　　76．0　　6．11 6．20　0．17　0．盟　3，4　4．1

注．＊1：N吸収量／N施用員×100。＊2
土100g。＊3：採土深0－10cm。＊4
～20cm。

衰4　土壌三相の水分割合

収穫期の状態採土深
㍍r　慣行上盟　慣行丁一禦享碧

チューブ下　条間　　旧1J　チュー プ下　条間
0～5　22．8　　33．0　16．6　　29．9　　31．3　　27．1

5－10　25．5　　31．6　18．7　　30．6　　29．9　　29．0

10－15　25．8　　32．7　　20．1　30．2　　33．5　　28．5

鼠　土壌採取日1996年9月25日

量が多かったのは，かん水量が多く養分が下層に溶脱した

ためと考えられる。また，2区の下層に多量の窒素が残存

したことから．a当たりの窒素施用量を2kgとした2区は，

過剰施肥であったと思われる。

収穫期の土壌三相の水分割合は，採土深0～5cm．5～

10C恥10－15cmとも，ドリップチューブ下，慣行区，養液

土耕区の条間の順で高かった。収穫期のドリップチューブ

下の水分割合は，PF1．5の状態に近似していた（表4）。

ドリップチュー70下の水分割合が慣行区に比較して高く，

pF1．5の状態程度に水分を含んでいたことから，今回の試

鰍こおけるかん水星は多かん水であったと判断され，それ

に伴う養分の溶脱が考えられる。つまり，今回の管理より

もっとかん水量及び窒素施用量を控えて栽培できるものと

考えられる。

4　ま　　と　　め

養液土耕栽培は，慣行栽培の約2／3程度（1kg＼／a）

の窒素施用塁で，慣行栽培と同等の切花品質が得られるこ

とから，施肥量の低減が可能な栽培法といえる。

今回の養液土耕栽培におけるかん水量では多かん水であっ

たこと，そしてそれに伴う養分溶脱の可能性も考えられる

ことから，より少量のかん水，施肥で栽培できるものと考

えられる。

今後，養液土耕栽培におけるかん水量及び施肥量につい

て，土壌の分析の他に植物体のリアルタイム栄養診断を併

用しながら検討する。
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